






要約:札幌市において新生児スクリーニングの追跡調査部門を組織化するために、(1)現在

のシステムの分析、(2)個人情報の保護に配慮した長期追跡調査の方法と実施主体、中央

追跡調査機関への情報提供時の条件の検討を行った。 この分析検討事項もとに、行政の

母子保健担当部門ヘスクリーニング全体を管理する連絡会議の設置と追跡調査の実施の必

要性とその便益を説明し、関係機関へも協力を依頼した。その結果実施要綱の改正が行わ

れ、従来の札幌市衛生局保健衛生部 (実施主体)、札幌市産婦人科医会(採血機関)、札幌

市衛生局衛生研究所(検査機関)、北海道大学医学部小児科・札幌医科大学小児科(精査・

治療機関)に、保健所と小児科医会を加えた 7 機関による先天性代謝異常等検査連絡会議

を組織し、(1)採血、(2)検査、(3)精査・治療、(4)追跡調査に関する問題を調査検討する

機会を行政が確保してスクリーニングシステムの向上を図っていくこととした。さらに、

この中に精査・治療機関、検査機関、保健所、小児科医会による追跡調査部門を設けて継

続的・長期的な追跡調査を行なっていくこととなった。中央追跡調査機関への情報提供に

関しては、早急に全国統一の調査票と個人情報を含まない情報解析結果の形式をまとめる

必要がある。


